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異学年での交流を通して、みんなで遊ぶこ
との楽しさや、いろいろな学年のことを知る
機会になるようになかよし班遊びが開かれま
した。どんな遊びをしたいのか班のメンバー
で決め、どの班も楽しそうに遊んでいました。
遊びが終わったあと、6年生の児童の、

「次は、みんなが同じように楽しめる鬼ごっ
こがいいかなぁ」と、みんなが平等に楽しめ
る遊びについて考えている姿が、さすが高学
年だなぁと感心しました。

「文化を未来に伝える次世代育み事業」として、
佐山小学校で行われた狂言の鑑賞会があり、６年
生が参加しました。
国語でも狂言を学習しましたが、特徴的な発声

や昔の言葉遣いなどを生で聞くことは初めてだっ
たようです。鑑賞中は分かりやすく工夫されたコ
ミカルな演技に大笑いしました。鑑賞後は、「ま
た、見てみたいな。」という感想とともに、「ど
うしたらあんな大きな声が出せるかな？」と、実
際に演技を真似して、すっかり狂言の世界に染
まっている子どもたちの姿が印象的でした。
これからも、実際に伝統文化に触れることでそ

のおもしろさや素晴らしさを知り、次世代に継承
していってほしいと思います。

昨年は、みなさまのご協力により、子どもたちは安
全で充実した日々を過ごすことができ、心身ともに成
長することができた1年になりました。本年もどうぞ
よろしくお願いいたします。



12月10日は世界人権デーでした。御牧小学校では、毎年この日に合わせて、人権週間
を設定しています。日ごろの生活を振り返り、一人ひとりが大切にされ、気持ちよく生活
するために自分たちができることを考えます。6月に各クラスで決めた人権目標をもとに、
友だちのいいところ見つけや、自分の行動に対する毎日の振り返りなど、人権に関する取
組が各学級で行われました。
12月９日には人権集会が行われ、校長先生のお話の後、人権週間中の各学級の取組に

ついて、代表者が発表しました。
集会の後は、各クラスで人権週間の振り返りを行いました。活動を通して感じたこと、

思ったことをクラス全員で共有することができました。


